
2009年4月28日 流通システム標準普及推進協議会
設立総会

流通システム標準に期待すること

国立情報学研究所
アーキテクチャ科学研究系 教授

浅野正一郎



2009年4月28日 流通システム標準普及推進協議会
設立総会

2

流通システム標準の目指すところ

製・配・販からなる流通業界の情報共通と情報交換のためのインフラとして、流通
ＢＭＳを始めとする流通システム標準を「開発」し、「維持」し、「普及」を図ることで

全ての関係者の業務効率化を実現し、流通サプライチェーンの全体最適化を達成し

需要に応える商品を企画・開発し、安全な商品を供給し、効果的に顧客満足度を
高めることにより

事業の発展に資すること
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インフラとしての標準とは

特定の業種・業態に特化したものではなく、基本の枠組みの
一般性が確認され、多くの業種・業態から賛同を得られる

大規模事業から中小規模の事業に至るまで、活用できる

標準を実装する製品が検証され、異なる製造者による製品
が相互運用（インターオペラブル）できる

将来のサプライチェーンの高度化にあたり、基本の枠組みを
変えることなく、新たな標準を追加できる

このために、最低限のルールの下に、発案が生かされるよう
に運用される標準開発と維持のための組織が存在する
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同様の組織の事例
（インターネット）

ＩＥＴＦ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ Ｔａｓｋ Ｆｏｒｃｅ）が標準開
発・維持・普及を担う組織

非営利で検討成果は公開

賛同があることと、技術的な検証（試行製品による確認）が
なされていることが標準開発のルール

1981年に考案されたTCP/IP（インターネットのインフラ標準）
を発展させ、音声通信・移動通信・セキュリティ機能・ユビキ
タス応用への高度な対応を図り、代替するものがないインフ
ラ標準を発展させている

斬新な発案を採用する精神と、製造・利用・研究の垣根を越
えた連携が特徴
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標準維持管理のための権利標準維持管理のための権利とと制度制度への配慮への配慮
((経済産業省が作成された資料より経済産業省が作成された資料より））
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流通BMSメッセージの他にも検討対象はある

物流ラベル等の物流帳票
真の伝票レスモデルを実現する流通ビジネスメッセージ標準の完成

個別仕様を排除しながら容易に実装できる標準

標準化案開発の加速
「流通ビジネスメッセージ標準」普及の足かせとならないように

業界全体での合理化
小売側物流業務合理化のためだけではなく、卸・物流業者ニーズを吸収するように

業界を横断した仕様集約化の模索
業界横断的な標準開発は長期間を要することが予測されるが、短期化する方策は？

GS1データバー
POSなど機器能力の検証に加え、業務運用の効果を把握
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引き続き、国のご指導が必要

制度の変化
トレーサビリティ義務化

食品表示制度（JAS法）

医薬品規制（薬事法） 等

社会・経済環境の変化
人口減少・少子高齢化

消費の低迷や消費志向の変化 等

流通構造の変化
出店規制等の緩和

外資系小売業の参入

業態の多様化 等
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